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一1 13．8 37．6 32．9
0．8 6．2 24．8 14．5 45．9
’ぞ…“’6”’…福…”bl－1－－P 2・・1 9・・1 8．1 6．2 2．2 5．3 0．3
棚／わからなvj⇒　　1・8・・1 …1 44．6 8．6 27．6 2．0
【表②　父母の最終学歴】 単位：％























































































































































































































































































































































































































































A 校1・ 校　　C 校1・…
満足している 3α8 44．1 26．3 87．1
満足していない 33．8 21．5 6．6 12．6＊
どちらともいえず 33．8 33．3 67．1 0．0































































































































































小 計 6・・1 ・…　1 10．5

































































































































































































































































































































































































































































どこでもよい 7・・1 …｛ …1 8．7


























A 校巨 校　　C 校1・…
会社に多くの利益をもたらした人 43．1 59．1 47．4 44．3
多くの生活費を必要としている人 15．1 22．6 9．2 3．6
あなたより熟練と経験のある人 64．6 78．5 68．4 11．8
あなたより責任を負っている人 53．8 69．9 48．7 20．2
きつい、苦労する仕事の人 44．6 61．3 56．6 7．0
あなたより研究開発を行った人 36．9 40．9 25．0 2．5
あなたより年上の人 12．3 17．2 30．3 0．6





























A 校1・ 校1・ 校
仕事に打ち込み自分の技術を向上させる
企業の業績を向上させる
作った製品を通して社会に貢献する
昇進し他人よりも責任ある立場に立つ
仲間との人間関係を大切にする
労働運動に携わり要求を実現する
社内でのスポーツや趣味に打ち込む
その他
生計を立てること以外特に意義はない
無回答
29．2
10．8
3．1
7．7
27．7
0．0
3．1
1．5
6．　2
10．8
35．5
1．1
8．6
2．2
41．9
0．　0
2．2
0．0
4．3
4．3
27．6
7．9
6．6
9．2
26．3
2．6
2．6
3．9
2．6
10．5
＊イタリアはやや異なる質問形式のため比較不可能
（1996．10．1受理）
注
　1）本設問に列挙された仕事内容のリストは、都立
工業高等専門学校の進路指導（ただし94年度時点）を
担当された石田良男教授（実験計画法、工学実験）か
ら教えていただいた技術教育の三段階を、さらに質問
制作者の方で細分化したものである。石田教授は、以
下のような三段階を設定する。
①新たな基礎理論の構築とそれに基づいた本格的な開
　発（工学系大学大学院ドクターコース）
②設計／生産技術／生産管理／営業技術など、実際に
　ものをどうやって作っていったらよいかを検討→
　「ものづくりのソフト編」（4年生大学工学部／工業
　高専／工科系短大）
③設計図に基づいての製品製造→「ものづくりのハー
　ド編」（工業高専／工科系短大／工業高校）
　むろん実際の製造現場、とりわけ中小企業では②③
の区分は暖昧である。場合によっては、①開発にまで
仕事の領域が及ぶことも少なくない。また、いくら①
②の段階で緻密な設計図が描かれても、それだけでは
製品は形を成さない。③の部分で長年の勘に基づいて
図面に書かれない補正を加えたり、設計そのものの変
更を提案したりといったことが行われ、それらが②と
の往復運動を経た後、はじめて製品化が可能になると
いう。
　なお、付言すれば、①②③はものづくりの体系にお
いて上下関係を示すものではない。大田区におけるヒ
アリングの随所で「ものづくりが《どうつくるか》に
固執する段階はもう終わった。これからは《何をつく
るか》にエネルギーを費やすべきだ」という意見に遭
遇した。①からは、社会が切実に何を必要としている
かは引き出されない。社会との交信をはかりつつ、
「社会的に有用」なものづくりを果たしていくのは、
②および③の部分であるからだ。
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